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決算！決算！
令
和
４
年
度
決
算

一

般

質

問

議
会
活
動
報
告

９

月

定

例

会

芦屋釜の里収蔵展示施設改修工事芦屋釜の里収蔵展示施設改修工事 １１億円億円

コロナ対策等支援事業　コロナ対策等支援事業　

総額５億８９１０万円総額５億８９１０万円
町独自支援４億８０４５万円町独自支援４億８０４５万円

国の支援　１億　８６５万円国の支援　１億　８６５万円

芦屋港活性化推進事業費芦屋港活性化推進事業費 ７８０４万円７８０４万円

 ９月
定例会
９月７日～ 20 日

こんなことに
　　　使ったよ！

議会だよりあしや令和 5年 11 月 25 日　第 219 号 ②



令
和
４
年
度
決
算

一

般

質

問

議
会
活
動
報
告

９

月

定

例

会

バス運行事業費バス運行事業費

９５５７万円９５５７万円

緑ヶ丘団地外部改修工事緑ヶ丘団地外部改修工事

（９棟）（９棟）
４３３０万円４３３０万円

小中学校 ICT 事業費小中学校 ICT 事業費
６８８５万円６８８５万円

公民館外部改修工事公民館外部改修工事

第１分団ポンプ自動車第１分団ポンプ自動車
２５１９万円２５１９万円

令和４年度一般会計決算
総額９２億７４９９万円
（前年度比３億１１５３万円増）

５１９１万円５１９１万円

　学校教育やバス運行事

業など、ますます住みや

すい町になることを期待

しています。コロナ対策

なども町民に寄り添った

施策で非常にありがたい

です。

南　博幸さん南　博幸さん

（第２緑ヶ丘）（第２緑ヶ丘）

住民の声住民の声

議会だよりあしや令和 5年 11 月 25 日　第 219 号③



◆
砂
像
屋
内
展
示
施

設
等
設
計
業
務
委
託

町
は
砂
像
屋
内
展
示
施
設

の
建
設
を
中
止
し
た
が
、

令
和
４
年
度
の
設
計
費
な
ど
町
の

負
担
額
は
。

補
助
金
や
過
疎
債
を
活

用

し
、

施

設

設

計

で

は

３
２
０
万
円
、
広
場
お
よ
び
駐
車

場
設
計
で
は
１
８
０
万
円
で
あ
る
。

今
後
、
広
場
や
駐
車
場
の

設
計
は
活
用
で
き
る
の
か
。

砂
像
屋
内
展
示
施
設
に
付

随
し
た
設
計
の
た
め
活
用
で

き
る
か
疑
問
だ
が
、
町
と
し
て
は

で
き
る
限
り
活
用
し
て
い
き
た
い
。

屋
内
展
示
施
設
の
建
設
中

止
で
終
わ
ら
せ
ず
、
当
該

敷
地
を
今
後
ど
の
よ
う
に
活
用
す

の
か
。来

年
の
７
月
ま
で
に
新
た

な
活
用
方
法
を
決
定
し
て

い
き
た
い
。

◆
図
書
館
の

　
　
　
　
学
習
図
鑑

　
芦
屋
町
図
書
館
に
あ
る
学
習
図

鑑
は
か
な
り
古
く
、
利
用
者
か
ら

も
更
新
希
望
の
声
が
あ
り
、
更
新

の
計
画
を
立
て
て
い
る
。

学
習
図
鑑
更
新
の
目
安
は
。

令
和
４
年
度
か
ら
３
カ
年
で

更
新
計
画
を
立
て
て
い
る
。

一言インタビュー
あなたの
　秋の楽しみ方は？

令和 5年 11 月 25 日　第 219 号

 決 算
 質 疑 令

和
４
年
度
決
算

一

般

質

問

議
会
活
動
報
告

９

月

定

例

会

問答

問答

キャンプ場が近く
にあったらな
キャンプで焼き芋

Ｍ .Ｋさん（42歳）

決
算
こ
こ
は

      

ど
う
な
っ
て
い
る
？

？

・質疑とは

アッシーの
　議会豆知識

・討論とは
　自分の考えに反対

する議員や賛否を決

めかねている議員に

対し、賛同してもら

うために意見を表明

すること。

　議会で審議する案

件を本会議や委員会

でただすこと。

問答

問答

　

反
対

【
町
の
役
割
は

　
　

 

町
民
の
福
祉
の
増
進
】

　
　
　

 

川
上
　
誠
一 

議
員

　
政
府
が
進
め
る
自
治
体
Ｄ

Ｘ
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

は
個
人
情
報
を
な
い
が
し
ろ

に
し
、
財
界
の
利
益
に
奉

仕
す
る
危
険
な
も
の
で
あ

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、芦
屋
港
レ
ジ
ャ
ー

港
化
に
つ
い
て
は
計
画
が

「
朝ち
ょ
う
れ
い
ぼ
か
い

令
暮
改
」
と
な
り
、
財
政

負
担
が
膨
ら
ん
で
い
る
。

　
町
の
第
一
義
的
責
任
は

「
住
民
の
福
祉
の
増
進
」
と
い

う
姿
勢
を
貫
く
こ
と
で
、
レ

ジ
ャ
ー
港
化
に
よ
り
町
の
福

祉
が
後
退
し
て
は
な
ら
な
い
。

【
大
き
く
飛
躍
し
た

　

 

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
】

本
田
　
浩 

議
員

　
令
和
４
年
度
は
寄
附
額
が

１
億
円
を
超
え
、
モ
ー
タ
ー

ボ
ー
ト
競
走
事
業
収
入
は
約

11
億
円
と
、
町
民
の
安
全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
大
き

く
寄
与
し
た
。
ま
た
、
ｄ
ボ

タ
ン
は
テ
レ
ビ
画
面
か
ら
町

の
最
新
情
報
を
取
得
で
き
、

災
害
発
生
や
避
難
情
報
、
生

活
支
援
な
ど
の
情
報
も
確
認

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ

れ
ら
は
町
民
の
安
全
・
安
心

を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
こ
と

に
つ
な
が
り
、

評
価
で
き
る
。

賛
成

議会だよりあしや ④



⑤ 令和 5年 11 月 25 日　第 219 号

令
和
４
年
度
決
算

一

般

質

問

議
会
活
動
報
告

９

月

定

例

会

【
住
民
一
人
一
人
へ
の
支
援

拡
充
と
今
後
の
レ
ジ
ャ
ー
港

化
に
期
待
】萩

原
　
洋
子 

議
員

　
コ
ロ
ナ
や
価
格
高
騰
対
策

で
１
人
に
つ
き
１
万
円
の
商

品
券
給
付
な
ど
、
住
民
一
人
一

人
に
対
し
て
支
援
を
拡
充
さ

せ
た
。

　
他
に
は
タ
ウ
ン
バ
ス
に
交

通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
導
入
、

芦
屋
釜
収
蔵
展
示
施
設
や
山

鹿
公
民
館
な
ど
の
改
修
工
事

を
進
め
た
。
砂
像
屋
内
展
示

施
設
は
建
設
を
中
止
し
た

が
、
そ
の
設
計
費
な
ど
は
補

助
金
が
活
用
さ
れ
、
来
年
７

月
ま
で
に
新
た
な
施
策
を
検

討
す
る
と
の
こ
と
に
期
待
し

賛
成
す
る
。

賛
成

Ｙ .Ｍさん（38歳）

牡
か き

蠣小屋に行きたい

芦屋町にあったらな

Ｓ .Ｈさん（21歳）

秋
あきさけ

鮭が楽しみです

◆
が
ん
ば
れ
芦
屋
町

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

　
寄
附
金
額
が
対
前
年
度
比
２
・

78
倍
に
増
額
と
な
っ
た
。
ま
た
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
も
初
め
て
１

社
か
ら
50
万
円
が
寄
附
さ
れ
た
。

■
寄
附
金
額

　（
令
和
４
年
度
）

　
１
億
２
１
４
５
万
８
５
０
０
円

　（
令
和
３
年
度
）

　
　
　
４
３
６
８
万
５
３
８
０
円

が
ん
ば
れ
芦
屋
町
ふ
る
さ

と
応
援
寄
附
金
が
大
き
く

増
え
た
要
因
は
何
か
。

返
礼
品
の
「
あ
ま
お
う
い

ち
ご
」
へ
の
寄
附
が
伸
び

た
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
あ
る
。

返
礼
品
は
経
費
含
め
寄
附

額
の
50
％
以
内
と
な
っ
て

い
る
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

返
礼
品
代
が
30
％
以
内
、

そ
の
他
経
費
を
含
め
50
％

以
内
に
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
、
２
０
２
３
年
10
月
以
降
は
さ

ら
な
る
厳
格
化
が
行
わ
れ
る
。

◆
芦
屋
鋳
物
師
後
継

候
補
者
募
集
選
定

　
二
度
の
募
集
を
行
っ
た
が
、
条
件

に
か
な
う
応
募
者
は
い
な
か
っ
た
。

応
募
者
が
集
ま
ら
な
か
っ

た
理
由
は
何
か
。

閲
覧
者
数
の
多
い
大
手
求

人
サ
イ
ト
を
活
用
し
て
募

集
し
た
が
、
伝
統
工
芸
に
興
味
の

あ
る
人
の
目
に
留
ま
ら
な
か
っ
た

こ
と
が
原
因
と
考
え
る
。

今
年
度
の
募
集
状
況
は
。

今
年
度
は
伝
統
工
芸
の
後

継
者
募
集
に
実
績
が
あ
る

業
者
に
委
託
し
、
５
人
が
２
次
選

考
を
受
け
た
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー

ン
で
３
人
の
応
募
者
が
集
ま
っ
た
。

採
否
結
果
は
ま
だ
出
て
い
な
い
。

◆
給
食
セ
ン
タ
ー

給
食
セ
ン
タ
ー
の
民
間
委

託
業
者
が
突
如
破
綻
し
配

送
が
滞
る
と
い
っ
た
こ
と
が
世
間

を
騒
が
せ
て
い
る
が
、
本
町
の
民

間
委
託
業
者
は
大
丈
夫
な
の
か
。

報
道
を
み
る
限
り
で
は
、

本
町
と
は
委
託
業
務
内
容

が
違
っ
て
い
る
。
本
町
業
務
委
託

は
調
理
と
配
送
の
み
で
あ
る
た
め

大
丈
夫
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

食
材
費
の
高
騰
も
あ
り
、

仕
入
れ
も
工
夫
し
て
い
る

と
の
こ
と
だ
が
、
今
後
給
食
費
は

値
上
げ
し
て
い
く
と
い
う
見
解
で

よ
い
か
。

学
校
教
育
課
も
給
食
セ
ン

タ
ー
審
議
委
員
会
も
値
上

げ
せ
ざ
る
を
得
な
い
考
え
で
あ
る

が
、
保
護
者
負
担
な
ど
は
十
分
検

討
す
る
。

答 問

問答問答

答 問

問答問答

議会だよりあしや⑤



◆
芦
屋
東
小
学
校

校
舎
大
規
模
改
修
事
業

　
３
カ
年
計
画
で
行
う
改
修
の
各

年
度
経
費
が
変
更
さ
れ
る
。

３
カ
年
の
総
額
は
変
わ
り

な
く
、
各
年
度
の
経
費
が

変
わ
る
理
由
は
。

工
事
進
捗
状
況
に
応
じ
た

支
払
い
に
改
め
た
。

工
事
が
授
業
に
与
え
る
影

響
は
あ
る
か
。

夏
休
み
な
ど
の
休
校
中
に

行
い
、
授
業
に
支
障
が
な

い
よ
う
配
慮
す
る
。

一言インタビュー
あなたの
　秋の楽しみ方は？

令和 5年 11 月 25 日　第 219 号

令
和
４
年
度
決
算

一

般

質

問

議
会
活
動
報
告

９

月

定

例

会

今年の秋は受験勉強を
がんばります

Ｓ .Ｔさん（15歳）

 補 正
 予 算補正のあった歳出の主な内容 補正額

 東小学校校舎大規模改修工事請負費 ー

 国民宿舎特別会計繰出金 １８８２万円

 農村整備総合事業補助金 １４０万円

 介護保険広域連合遠賀支部移転施設改修設計費負担金 ９８万円

 学校周年事業補助金 ７６万円

 医療的ケア児日常生活支援事業費 ３６万円

※ 1 万円未満は切り捨て。
※工事費と備品購入費は契約事項のため金額の公表を行っていません。

◆

放

課

後

等

デ

イ

サ
ー
ビ
ス
「
芦
屋
す

て
っ
ぷ
く
ら
ぶ
」
送

迎
車
安
全
装
置

　　
送
迎
用
車
両
に
置
き
去
り
事
故

防
止
安
全
装
置
を
設
置
す
る
。

ど
の
よ
う
な
安
全
装
置
か
。

エ
ン
ジ
ン
を
停
止
す
る
と

車
内
ブ
ザ
ー
が
鳴
る
。
運

転
手
な
ど
が
車
内
を
見
回
り
終
え

た
ら
後
方
に
あ
る
停
止
ボ
タ
ン
を

押
し
て
ブ
ザ
ー
を
止
め
る
。

　
も
し
も
ブ
ザ
ー
を
押
さ
ず
に
降

車
し
た
場
合
は
、
５
分
以
内
に
車

外
ブ
ザ
ー
が
鳴
る
仕
組
み
に
な
っ

て
い
る
。
併
せ
て
必
ず
２
人
体
制

で
送
迎
を
行
う
よ
う
に
し
て
い
る
。

問答問答

問答

校
舎
大
規
模
改
修
事
業
な
ど

３
６
０
０
万
円
の
減
額
補
正

議会だよりあしや ⑥



⑤ 令和 5年 11 月 25 日　第 219 号

令
和
４
年
度
決
算

一

般

質

問

議
会
活
動
報
告

９

月

定

例

会

Ｔ .Ａさん（52歳）

旅行に行って
おいしいもの
いっぱい食べたい

Ｓ .Ｉさん（63歳）

秋の棚田見学に
行きたいです

　議案の賛否を掲載しています。今定例会では 15 議案が上程されました。

　※議長には、賛否の意思表示をする表決権がありません。

　　ただし、賛成・反対が同数になった場合、可否を決める裁決権があります。

９月定例会で意見がわかれた議案の賛否一覧

○：賛成、×：反対を表しています。

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
賛
　
成

反
　
対

審議

結果議案名 / 議員名 中
西
田
中
香
田
長
島
萩
原
本
田
松
岡
貝
掛
妹
川
辻
本
川
上
内
海

令和５年度芦屋町一般会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ー 10 １ 可決

令和５年度芦屋町国民宿舎特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ー 10 １ 可決

令和４年度芦屋町一般会計決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ー ９ ２ 認定

令和４年度芦屋町後期高齢者医療特別会計決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ー ９ ２ 認定

反
対

【
今
後
、
行
政
不
信
の
な
い

よ
う
に
】

妹
川
　
征
男 

議
員

　
国
民
宿
舎
「
マ
リ
ン
テ
ラ

ス
」
事
業
で
消
費
税
還
付
金

を
余
分
に
受
け
取
っ
て
い

た
と
し
て
、
５
年
分
の
約

１
８
０
０
万
円
を
国
に
返
還

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
も
「
延
滞
税
」
と
し
て

52
万
円
も
計
上
し
て
い
る
。

令
和
２
年
に
は
固
定
資
産
税

の
徴
収
で
約
５
７
０
０
万
円

の
取
り
過
ぎ
が
発
覚
し
、
払

い
戻
し
た
経
緯
が
あ
り
、
町

民
か
ら
ひ
ん
し
ゅ
く
を
買
っ

た
。
町
民
に
対
し
、
納
税
は

国
民
の
義
務
で
あ
る
と
啓
発

を
行
っ
て
い
る
町
行
政
が
こ

の
よ
う
な
不
始
末
を
行
う
こ

と
は
、
行
政
不
信
に
つ
な
が

り
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

◆
国
民
宿
舎
特
別
会

計
繰
出
金

　
芦
屋
町
か
ら
国
民
宿
舎
へ

１
８
８
２
万
円
を
支
出
し
た
。

繰
出
金
の
内
容
は
。

消
費
税
の
修
正
申
告
を
行

い
、
そ
れ
に
係
る
支
出
分

で
一
般
会
計
か
ら
国
民
宿
舎
会
計

へ
繰
り
出
し
を
行
う
。

修
正
申
告
の
内
容
は
。

特
例
を
適
用
し
た
計
算
で

申
告
す
る
必
要
が
あ
っ
た

が
、
通
常
収
入
の
計
算
で
申
告
を

し
た
た
め
、
修
正
申
告
が
必
要
と

な
っ
た
。

問答問答

議会だよりあしや⑦
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般

質

問

議
会
活
動
報
告

９

月

定

例

会

注 目

　

ど
う
な
る
、
レ
ジ
ャ
ー
港
!?　

全
員
協
議
会
で
、
砂
像
屋
内
展

示
施
設
の
建
築
中
止
の
報
告
が

あ
っ
た
。

　
今
後
町
は
、
芦
屋
港
活
性
化
基

本
計
画
で
掲
げ
た
「
全
天
候
型
施

設
」
の
必
要
性
と
活
用
方
法
の
再

検
討
を
行
い
、
芦
屋
港
活
性
化
推

進
委
員
会
で
審
議
し
て
い
く
と
し

て
い
る
。

　
町
議
会
は
、
定
例
会
ご
と
に
全

員
協
議
会
で
の
説
明
と
、
閉
会
中

の
継
続
審
査
の
中
で
所
管
委
員
会

に
定
期
的
な
報
告
を
要
望
し
た
。

今
後
も
町
議
会
は
注
視
し
て
い
く
。

■
固
定
資
産
評
価
委
員
会
委
員
の

選
任
同
意

　
現
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

再
度
、
塩
田
謙
治
氏
を
選
任
す
る

も
の
。

◆
指
定
管
理
者
の
指
定

■
施
設
の
名
称

　
芦
屋
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

■
指
定
す
る
団
体

　
社
会
福
祉
法
人

　
　
長
崎
た
ち
ば
な
会

■
期
間

　
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら

　
令
和
11
年
３
月
31
日
ま
で

人 

事

 令和３年５月
 芦屋港活性化推進委員会

 ※全天候型施設の活用方法が砂像屋内常設展示施設に決定した

 令和４年 10 月  砂像屋内展示施設の設計着手

 令和５年３月
 芦屋港活性化推進委員会

 ※砂像屋内展示施設の設計経過報告と開業時期変更（令和７年度から

　 令和８年度に変更）の説明

 令和５年５月  砂像屋内展示施設の建築概算工事費の算出

そ
の
他

これまでの全天候型施設の経緯

砂
像
屋
内
展
示
施
設
建
設
中
止
！

年度 事業費 補助金 過疎債

 Ｒ２ ７６３万６０００円 ３８１万８０００円 ０円

 Ｒ３ ３８５万円 １９２万５０００円 ０円

 Ｒ４ ２７４５万６０００円 １０７２万５０００円 １６７３万１０００円

 合計 ３８９４万２０００円 １６４６万８０００円 １６７３万１０００円

費やした金額

しかし

詳しくはこちら

（広報あしや 11 月号）

議会だよりあしや ⑧



⑤ 令和 5年 11 月 25 日　第 219 号

令
和
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年
度
決
算

一

般

質

問

議
会
活
動
報
告

９

月

定

例

会

町政を問う

ページ 質問議員 質問事項

10 本田 　浩 ◎ 町民の健康づくり

11 川上 誠一
◎ 柏原漁港周辺の環境整備

◎ 国民健康保険税の子どもの均等割り

12 松岡 　泉
◎ 交通安全対策

◎ 地域コミュニティ関係団体等の支援

13 萩原 洋子

◎ 土砂災害対策

○ 高齢者の避難行動

◎ 農業者支援

14 貝掛 俊之 ◎ 芦屋港レジャー港化

15 妹川 征男
◎ 用悪水路の原状復旧工事

◎ 芦屋港のレジャー港化

　◎：記事掲載あり　　　○：記事掲載なし

　議会だよりは要約しています。詳しくはホームページの会議録や録画中継でご確認ください。

　９月８日、11 日に６人が一般質問を行いました。

　一般質問とは、議員が町の行財政全般にわたり、事務の執行状況や将来に対する方針などの

所信を聞き、報告や説明を求め、疑問点をただすことです。

一般質問
一般質問会議録

議会だよりあしや⑨



令
和
４
年
度
決
算

一

般

質

問

議
会
活
動
報
告

９

月

定

例

会

町
民
に
向
け
た
健
康
づ
く
り

の
施
策
の
計
画
と
行
っ
て
い

る
こ
と
を
尋
ね
る
。

第
６
次
総
合
振
興
計
画
の
主

要
施
策
に
健
康
づ
く
り
の
推

進
を
掲
げ
、
健
康
づ
く
り
の
支
援
の

た
め
健
康
教
室
や
家
庭
訪
問
、
病
気

の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
住

民
健
診
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

健
康
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
に
予
防
医
療

の
充
実
と
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

を
深
化
・
推
進
と
あ
る
が
内
容
は
。

予
防
医
療
の
充
実
は
、
健
康

寿
命
延
伸
の
た
め
、
運
動
教

室
や
住
民
健
診
な
ど
を
充
実
さ
せ
る

こ
と
で
あ
る
。
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
深
化
・
推
進
は
、
人
口
や
世

帯
構
成
、
地
域
社
会
の
変
化
が
あ
っ

て
も
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が

で
き
る
包
括
的
な
支
援
を
維
持
し
続

け
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

健
康
づ
く
り
に
ラ
ジ
オ
体
操
は

身
近
な
体
操
で
あ
る
。
近
年
の

芦
屋
町
の
ラ
ジ
オ
体
操
開
催
状
況
は
。

30
自
治
区
の
中
で
令
和
４
年
度

は
10
自
治
区
、
令
和
５
年
度
は

11
自
治
区
の
開
催
と
な
っ
て
い
る
。

ラ
ジ
オ
体
操
の
健
康
づ
く
り

へ
の
効
果
を
ど
う
考
え
る
か

尋
ね
る
。

体
の
仕
組
み
を
基
本
に
考
案

さ
れ
た
有
酸
素
運
動
で
あ
り
、

世
代
を
超
え
た
幅
広
い
人
々
の
健
康

維
持
・
増
進
に
効
果
が
期
待
で
き
る

と
考
え
て
い
る
。

福
岡
県
健
康
ア
プ
リ
に
は
ど

の
よ
う
な
効
果
を
期
待
し
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
町
の
支
援
は
。

健
康
管
理
・
増
進
だ
け
で
な

く
、
健
康
意
識
の
向
上
や
運

動
習
慣
の
定
着
な
ど
の
効
果
が
期
待

で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
令
和
４
年

度
は
、
健
康
ア
プ
リ
の
ポ
イ
ン
ト
で

芦
屋
町
商
工
会
商
品
券
が
当
た
る
独

自
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て
い
る
。

芦
屋
町
と
し
て
も
自
治
区
と
し

て
も
、
人
生
経
験
豊
富
な
高
齢

者
の
健
康
づ
く
り
に
さ
ら
に
踏
み
込

ん
で
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考

え
る
が
町
の
見
解
は
。

通
い
の
場
を
コ
ロ
ナ
禍
前
以

上
に
活
性
化
で
き
る
よ
う
に

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
行
い
、
必
要
な

改
善
を
行
う
。
高
齢
者
が
地
域
の
人

と
つ
な
が
り
、
通
い
の
場
が
介
護
予

防
や
健
康
づ
く
り
の
拠
点
と
な
る
よ

う
に
、
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

問答

問

答

問 答

問

問

答

答

録画中継

本本ほ

ん

だ

ほ

ん

だ
田田    

浩浩
ひ
ろ
し

ひ
ろ
し  

町民の健康づくり

ラジオ体操は身近な体操

健康づくりに効果的
健康・こども課長

問答

２０２３年ラジオ体操カード

議会だよりあしや ⑩令和 5年 11 月 25 日　第 219 号
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年
度
決
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一
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問

議
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活
動
報
告

９

月

定

例

会

洞
山
の
洞
穴
が
修
復
さ
れ
て

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い

る
。
安
全
に
見
学
で
き
る
よ
う
に
遊

歩
道
の
設
置
は
で
き
な
い
か
。ま
た
、

現
在
の
ト
イ
レ
は
老
朽
化
し
使
用
禁

止
と
な
っ
て
い
る
。
新
し
い
ト
イ
レ

や
休
憩
の
で
き
る
四あ
ず
ま
や阿
を
設
置
で
き

な
い
か
。

提
案
さ
れ
た
内
容
は
、
実
施

計
画
の
中
で
検
討
を
行
っ
て

い
く
。近

年
、
漁
港
の
敷
地
内
に
あ

る
排
水
の
た
め
の
集
水
桝
は
、

集
中
豪
雨
に
よ
り
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー

す
る
た
め
敷
地
が
水
没
し
、
頻
繁
に

漁
具
倉
庫
が
水
に
浸
か
っ
て
い
る
。

対
策
は
ど
う
す
る
の
か
。

漁
具
倉
庫
は
敷
地
内
で
最
も

低
い
と
こ
ろ
に
あ
る
た
め
水

が
集
ま
る
の
が
原
因
と
考
え
る
。
対

策
と
し
て
倉
庫
へ
の
止
水
板
の
設

置
、
倉
庫
内
の
機
材
の
か
さ
上
げ
、

桝
を
設
置
し
排
水
ポ
ン
プ
で
排
水
す

る
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

漁
協
敷
地
内
の
集
水
桝
が
オ
ー

バ
ー
フ
ロ
ー
す
る
原
因
は
、
柏

原
地
区
に
降
っ
た
雨
を
集
め
流
し
て

い
る
側
溝
や
暗あ
ん
き
ょ渠
排
水
管
の
多
く
が

漁
協
の
集
水
桝
に
集
中
し
て
い
る
こ

と
に
あ
る
。
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ
り
、

一
番
下
流
の
集
水
桝
が
機
能
し
な
く

な
れ
ば
上
流
の
排
水
に
も
大
き
な
影

響
を
与
え
水
害
も
起
こ
っ
て
く
る
。

こ
う
し
た
被
害
に
遭
う
漁
協
や
当
事

者
と
話
し
合
う
場
を
設
け
、
町
と
し

て
も
支
援
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

漁
協
と
話
し
合
う
場
を
設
け
、

問
題
解
決
に
向
け
、
町
と
し

て
も
で
き
る
協
力
を
行
っ
て
い
く
。

遠
賀
川
か
ら
の
ゴ
ミ
が
海
岸

に
漂
着
し
て
い
る
が
、
撤
去

す
る
ま
で
時
間
が
か
か
り
海
に
流
出

し
て
無
く
な
っ
て
い
る
。
迅
速
な
回

収
対
策
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

早
期
に
着
手
で
き
る
よ
う
対

応
策
を
漁
協
と
協
議
す
る
。

国
は
２
０
２
２
年
か
ら
未
就

学
時
の
均
等
割
半
額
補
助
を

行
っ
て
い
る
。
町
が
残
り
の
半
額
を

補
助
し
て
も
予
算
は
56
万
４
４
８
０

円
。
一
般
会
計
の
０
・
０
０
７
％
で

あ
る
。
国
が
異
次
元
の
子
育
て
支
援

を
標
榜
す
る
の
で
あ
れ
ば
町
も
減
免

で
き
な
い
の
か
。

町
独
自
に
減
免
規
定
を
設
け

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

問答 答 問

柏原漁港周辺の環境整備

問答

漁協敷地内の浸水対策は

効果的対策を検討する
産業観光課長

雨により冠水している漁具倉庫

答 問

国
民
健
康
保
険
税
の

子
ど
も
の
均
等
割

川川か
わ
か
み

か
わ
か
み上上

誠誠せ
い
い
ち

せ
い
い
ち一一

録画中継

問答
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令
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度
決
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一

般

質

問

議
会
活
動
報
告

９

月

定

例

会

地
域
を
よ
り
良
く
す
る
た
め

に
活
動
す
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
関
係
団
体
の
現
状
を
ど
う
捉
え

て
い
る
の
か
。

社
会
状
況
の
変
化
に
よ
り
、

役
員
の
な
り
手
や
担
い
手
の

不
足
、
会
員
の
減
少
な
ど
で
活
動
が

停
滞
、
後
退
し
て
い
る
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
影

響
は
。

次
の
よ
う
な
影
響
が
生
ず
る

可
能
性
が
あ
る
。
①
孤
立
感

を
抱
き
、
社
会
的
な
つ
な
が
り
を
失

う
。
②
地
域
の
目
が
な
く
な
る
た
め

犯
罪
が
増
え
る
可
能
性
が
あ
る
。
③

災
害
時
に
お
け
る
共
助
な
ど
適
切
な

対
応
が
で
き
な
く
な
る
。

多
く
の
他
自
治
体
が
趣
味
や

特
技
を
生
か
し
て
活
動
す
る

グ
ル
ー
プ
に
対
す
る
協
働
事
業
提
案

制
度
を
設
け
、
担
い
手
の
発
掘
・
確

保
に
努
め
て
い
る
が
、
こ
の
制
度
の

導
入
の
考
え
は
。

町
に
は
、
類
似
し
て
い
る
人

材
育
成
補
助
金
制
度
が
あ
る
が
、
近

年
は
利
用
が
な
い
状
況
で
あ
る
。
利

用
し
や
す
く
な
る
よ
う
要
綱
の
見
直

し
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

担
い
手
を
確
保
す
る
た
め
の

仕
組
み
づ
く
り
や
活
躍
し
や

す
い
場
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
行
政

の
中
に
旗
振
り
役
が
必
要
で
は
。

住
民
と
の
協
働
に
関
す
る
専

門
部
署
は
検
討
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
現
時
点
で
は
環
境

住
宅
課
と
企
画
政
策
課
と
な
る
。

交
通
安
全
に
関
わ
る
施
設
整

備
の
要
望
は
、
ど
の
よ
う
に

措
置
さ
れ
て
い
る
の
か
。

施
設
整
備
の
要
望
は
自
治
区
か

ら
地
域
要
望
書
を
環
境
住
宅
課

へ
提
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
機
関

な
ど
に
協
議
要
請
を
行
っ
て
い
る
。

町
は
交
通
安
全
推
進
協
議
会

設
置
条
例
に
基
づ
き
、
関
係

機
関
に
対
し
て
必
要
な
措
置
を
要
請

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
協
議
会
に
は
そ
の
関
係
機
関

も
参
加
し
て
い
る
状
況
下
で
適
切
な

要
望
が
行
え
る
の
か
。

交
通
安
全
対
策
の
案
件
や
時

期
に
よ
っ
て
は
協
議
会
に
諮

ら
ず
、
個
別
に
協
議
要
請
を
行
う
。

要
望
を
行
っ
て
も
実
現
で
き

な
い
場
合
の
町
と
し
て
の
姿

勢
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。

要
望
を
継
続
し
て
い
く
こ
と

で
、
地
元
や
町
か
ら
交
通
事

故
を
な
く
し
た
い
と
い
う
熱
意
を
伝

え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

子どもと車の接触があった粟屋公民館前

問答答

答

問

問問答

録画中継

松松ま

つ

お

か

ま

つ

お

か
岡岡    

泉泉
い
ず
み

い
ず
み

注１  地域コミュニティ団体…自治区や

ＰＴＡ、老人クラブなどの諸団体のこと。

地域コミュニティ関係団体等の支援

人づくりの専門部署は

環境住宅課と企画政策課
企画政策課長

問答

交
通
安
全
対
策

答

問

問答
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令
和
４
年
度
決
算

一

般

質

問

議
会
活
動
報
告

９

月

定

例

会

山
鹿
地
区
の
土
砂
災
害
警
戒

区
域
は
。

城
山
付
近
の
斜
面
、
法
輪
寺
、

須
賀
神
社
付
近
の
斜
面
、
山

鹿
小
学
校
横
や
山
鹿
貝
塚
周
辺
の
丘

陵
地
、
は
ま
ゆ
う
区
の
斜
面
沿
い
、

後
水
住
宅
か
ら
県
営
住
宅
の
斜
面
、

江
川
台
の
斜
面
、
江
川
台
か
ら
高
須

に
抜
け
る
斜
面
、花
美
坂
の
６
街
区
、

21
街
区
な
ど
で
あ
る
。

町
の
土
砂
災
害
対
策
は
。

看
板
設
置
や
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
、
個
別
受
信
機
、
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
ラ
イ
ン
、
ｄ
ボ
タ
ン
、

防
災
メ
ー
ル
を
活
用
し
、
早
め
の
避

難
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
民
有
地
な

ど
は
町
が
対
策
で
き
な
い
た
め
、
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
で
避
難
経
路
を

確
認
し
て
も
ら
い
、
早
期
の
避
難
の

呼
び
か
け
な
ど
対
応
し
て
い
き
た
い
。

防
災
白
書
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
認
知
度
調
査
に
よ
る
と
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
た
こ
と
が
な

い
人
は
16
・
４
％
し
か
避
難
し
て
い

な
い
。
住
民
の
正
し
い
避
難
行
動
や

知
識
を
深
め
る
た
め
の
対
策
は
。

い
ろ
い
ろ
な
所
に
出
向
き
、

そ
の
重
要
性
を
説
明
し
た
い
。

城
山
公
園
の
山
鹿
唐
戸
の
交
差

点
付
近
は
崖
崩
れ
の
不
安
が
あ

る
。
こ
の
場
所
は
調
査
し
て
い
な
い

た
め
、
早
急
に
対
策
が
必
要
で
は
。

城
山
公
園
周
辺
の
老
朽
箇
所
や

危
険
箇
所
な
ど
、
今
後
調
査
の

実
施
を
考
え
、
実
施
計
画
に
計
上
す

る
予
定
と
し
て
い
る
。
そ
の
場
所
も

調
査
対
象
箇
所
と
し
、
調
査
実
施
後
、

必
要
に
応
じ
た
対
策
を
講
じ
る
。

昨
年
の
定
例
会
で
町
は
、
求

め
ら
れ
る
支
援
策
を
検
討
す

る
と
言
っ
た
が
、
そ
の
後
の
農
業
者

支
援
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

高
額
な
機
械
購
入
時
、
町
独

自
で
上
乗
せ
の
支
援
を
行
い
、

購
入
時
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い

る
。
今
年
の
12
月
～
１
月
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
ニ
ー
ズ
に

沿
っ
た
支
援
策
な
ど
を
引
き
続
き
検

討
し
て
い
き
た
い
。

鳥
獣
害
対
策
は
。

イ
ノ
シ
シ
対
策
は
猟
友
会
の

パ
ト
ロ
ー
ル
強
化
や
箱
わ
な

の
設
置
、
色
付
き
テ
ー
プ
で
畑
を
囲

む
と
い
っ
た
対
策
で
効
果
を
確
認
し

て
い
る
。
カ
モ
対
策
は
試
験
的
に
川

や
用
水
路
に
糸
を
張
っ
て
カ
モ
の
着

水
を
防
ぎ
、
あ
ぜ
道
の
入
り
口
に
注

意
喚
起
を
促
す
も
の
を
設
置
す
る
な

ど
、
今
後
も
鳥
獣
害
対
策
の
調
査
研

究
に
努
め
る
。

土砂災害対策

城山公園の災害対策は

調査の実施を考えている
産業観光課長

答 答

答

問 問問

問

答

萩萩は

ぎ

わ

ら

は

ぎ

わ

ら
原原  

洋洋ひ

ろ

こ

ひ

ろ

こ子子  

録画中継

答

問答問 農
業
者
支
援

山鹿唐戸側の城山公園
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レ
ジ
ャ
ー
港
化
の
大
き
な
柱

で
あ
る
砂
像
展
示
施
設
建
設

に
、
こ
れ
ま
で
約
３
９
０
０
万
円
費

や
さ
れ
て
い
る
。
今
年
度
予
算
に

は
約
４
３
０
０
万
円
計
上
さ
れ
て

お
り
、
国
か
ら
の
補
助
金
と
し
て

４
億
５
０
０
０
万
円
が
交
付
決
定
し

て
い
た
。
今
回
、
議
会
へ
報
告
も
な

く
国
へ
補
助
金
の
取
り
消
し
に
行
っ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
１
０
０
％
建
設

を
中
止
す
る
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
決
定
は
議
会
に
事
前
に

協
議
す
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。

　
間
接
民
主
主
義
で
は
、
議
員
は
住

民
何
百
人
も
の
負
託
を
受
け
て
議
場

に
立
っ
て
い
る
。
議
員
に
は
責
任
が

あ
る
。

　
執
行
部
が
予
算
編
成
を
行
い
政
策

提
案
す
る
。
そ
の
提
案
の
最
終
意
思

決
定
機
関
が
議
会
で
あ
り
、
町
の
方

向
性
を
決
め
て
い
く
責
任
が
あ
る
。

そ
の
方
向
性
を
大
き
く
左
右
す
る
肝

心
要
な
案
件
は
議
会
と
し
っ
か
り
協

議
し
、
合
意
形
成
を
図
っ
て
い
く
べ

き
で
は
な
い
か
。

議
員
の
言
っ
た
こ
と
は
真
に

正
当
な
こ
と
で
あ
る
が
、
砂

像
展
示
施
設
建
設
の
中
止
は
苦
渋
の

決
断
で
あ
っ
た
こ
と
は
理
解
し
て
い

た
だ
き
た
い
。従
来
よ
り
推
進
本
部
、

推
進
委
員
会
で
承
認
を
得
て
議
会
へ

報
告
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
今
後

レ
ジ
ャ
ー
港
化
に
お
い
て
大
き
な
変

更
が
あ
る
場
合
は
早
急
に
お
知
ら
せ

す
る
と
と
も
に
、
不
都
合
な
こ
と
が

あ
れ
ば
進
言
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

議
会
、
執
行
部
両
輪
で
芦
屋
町
の
活

性
化
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

す
る
。

　
　

　
　
　
　

レ
ジ
ャ
ー
港
化
事
業
で
は
、

既
存
の
エ
リ
ア
だ
け
で
は
な

く
、
望
海
団
地
、
中
央
病
院
跡
地
も

含
め
た
一
体
的
な
開
発
を
進
め
い
く

考
え
は
あ
る
か
。

望
海
団
地
と
中
央
病
院
跡
地

は
一
体
的
な
開
発
に
よ
っ
て
、

眺
望
、
空
間
定
期
連
続
性
が
確
保
さ

れ
る
た
め
活
用
に
適
し
た
形
状
に
な

る
と
分
析
さ
れ
て
い
る
。
本
年
度
行

う
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
の
結
果
、

レ
ジ
ャ
ー
港
化
の
進
捗
状
況
、住
民
、

議
会
の
意
見
を
踏
ま
え
て
検
討
し
て

い
く
。レ

ジ
ャ
ー
港
化
事
業
で
は
、

人
を
呼
び
込
む
政
策
も
必
要

で
あ
る
が
、
よ
り
多
く
の
住
民
が
で

き
て
良
か
っ
た
と
思
う
施
設
や
環
境

整
備
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
る
が
見
解
は
。

た
だ
人
が
来
て
帰
る
だ
け
で

は
活
性
化
に
つ
な
が
ら
な
い
。

議
員
が
言
っ
た
こ
と
が
目
指
す
と
こ

ろ
で
あ
る
。

問

答

答 問 問答

録画中継

貝貝か
い
か
け
と
し
ゆ
き

か
い
か
け
と
し
ゆ
き

掛掛

俊

之

俊

之

注
１

注１　 サウンディング調査… 町有地などの活用方法について公

募により民間事業者から広く意見や提案を求める調査のこと。

芦屋港レジャー港化

住民が享受できる整備を

目指すところである
町長

砂像展示施設建設予定地だった空き地
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令
和
３
年
４
月
、
町
内
の
農

業
用
水
路
が
町
に
無
断
で
埋

め
立
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し

た
。
町
は
官
と
民
と
し
て
捉
え
、
許

可
な
く
埋
め
立
て
た
某
建
設
業
者
に

原
状
復
旧
を
求
め
る
と
し
て
「
工
事

施
行
承
認
申
請
書
」
を
６
度
に
わ

た
っ
て
提
出
さ
せ
、
町
長
は
そ
の
都

度
「
工
事
施
行
許
可
書
」
を
発
出
し

た
。
し
か
し
、
水
路
は
今
で
も
土
砂

で
埋
め
ら
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
許
可

書
の
法
的
根
拠
は
。

芦
屋
町
有
財
産
取
扱
規
則
に

基
づ
い
て
事
務
を
行
っ
て
い

る
が
、
工
事
施
行
許
可
に
関
す
る
規

定
は
な
い
。
道
路
法
第
24
条
（
道
路

管
理
者
以
外
の
者
の
行
う
工
事
）
を

参
考
に
し
た
。

道
路
法
を
持
ち
出
す
な
ど
矛
盾

し
て
い
る
。
さ
ら
に
言
う
と
、

工
事
施
行
計
画
書
な
ど
の
書
類
が
一

切
な
い
工
事
申
請
で
あ
る
。
完
成
図

も
な
く
、
ず
さ
ん
な
内
容
で
あ
る
。

申
請
書
ど
お
り
に
掘
削
す
れ
ば
そ
こ

は
約
２
メ
ー
ト
ル
近
い
深
さ
の
溝
と

な
り
、
安
全
対
策
も
な
く
危
険
だ
。

許
可
す
る
に
値
し
な
い
申
請
だ
。
深

い
溝
が
で
き
る
こ
と
を
避
け
る
た
め

に
は
、
隣
接
す
る
Ｈ
氏
の
土
地
を
も

と
の
斜
面
に
戻
し
て
も
ら
う
こ
と
が

必
要
。
町
長
は
隣
接
地
の
地
主
と
し

て
、ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

「
Ｈ
氏
の
土
地
」
と
い
う
の
は
、

私
の
土
地
だ
。「
Ｈ
氏
」
な
ど

と
、
わ
ざ
わ
ざ
思
わ
せ
ぶ
り
に
言
わ

な
く
て
も
よ
い
。
あ
く
ま
で
「
民
と

民
」
の
話
。
民
と
民
が
話
を
し
て
こ

う
な
っ
て
い
る
か
ら
と
業
者
に
頼
め

ば
よ
い
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
複
雑
に

な
る
の
か
、
不
思
議
で
な
ら
な
い
。

レ
ジ
ャ
ー
港
化
計
画
を
疑
問

視
し
、
こ
れ
ま
で
予
算
議
案

に
反
対
し
て
き
た
。
身
の
丈
に
合
わ

な
い
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、

多
大
な
税
金
を
費
や
す
と
判
断
し
た

か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
レ
ジ
ャ
ー

港
化
の
舞
台
と
な
る
芦
屋
海
岸
が
荒

れ
放
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
す
ら
解

決
で
き
な
い
状
況
で
は
失
敗
す
る
と

忠
告
を
し
て
き
た
。
全
天
候
型
施
設

の
概
算
費
用
は
、
４
億
か
ら
25
億
と

６
倍
に
膨
ら
ん
だ
が
、
レ
ジ
ャ
ー
港

化
計
画
の
も
う
ひ
と
つ
の
柱
で
あ
る

上
屋
の
整
備
費
用
は
。

令
和
４
年
５
月
に
試
算
し
た
数

値
は
、
利
活
用
の
場
合
、
建
築

改
修
費
用
は
約
４
億
円
。
解
体
し
て

新
規
に
延
床
面
積
１
４
０
０
㎡
程
度

木
造
で
建
物
を
建
築
す
る
場
合
、
約

３
億
２
０
０
０
万
円
。
こ
の
金
額
は

当
時
の
概
算
費
用
で
あ
る
。
物
価
高

騰
な
ど
に
よ
り
、
実
際
の
費
用
が
増

額
と
な
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。

用悪水路の原状復旧工事

隣接地主としての認識は

民と民の問題である
町長

答 問問

問

水路断面図

妹妹い

も

か

わ

い

く

お

い

も

か

わ

い

く

お

川
征
男

川
征
男  

録画中継

答

答 芦
屋
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の
レ
ジ
ャ
ー
港
化
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日　程：８月 21 日（月）～ 23 日（水）

視察先：神奈川県寒川町、航空科学博物館ほか

視察者：辻本一夫、貝掛俊之、長島毅、香田一之、田中太

議会改革の取り組みと執行部への提言

■議会改革への取り組み（寒川町議会）

　会派制を導入しており、議員間討議を重ねな

がら計画的に取り組まれています。政策提言力

の向上を目指した取り組みやオープントークカ

フェ、関係団体との意見交換などわが芦屋町に

おいても実現化ができるものだと感じ、今後に

活かすことが多くありました。

■航空科学博物館（芝山町）

　成田空港を離着陸する飛行機の航路真下に位

置する博物館。空港の建設が計画されてから開

港に至るまでの地域と空港をめぐる歴史を後世

に伝えることを目的とした常設展示施設で、展

示室からは空港を離発着する飛行機を間近にみ

ることでレジャー港開発の参考になりました。

行政視察

日　程：９月 26 日（火）～ 28 日（木）

視察先：群馬県榛東村議会、愛知県東浦町議会

視察者：長島毅、貝掛俊之、本田浩、萩原洋子、香田一之、田中太

読みやすい議会だよりを目指して

　芦屋町広報委員会は東京都内で開催された議

会広報研修会に参加し、議会だより作成にあ

たっての法律知識や広報誌の基礎講座およびデ

ザイン講座を受講しました。

　また、先進自治体の議会だより作成を学ぶた

め榛東村議会と東浦町議会を視察先に選び、意

見交換を行いました。

　議会だより作成の改善ポイントに焦点をあ

て、同じ広報に携わる議員からアドバイスを受

け、参考になりました。さらに読みやすい議会

だよりの作成作業の効率化と正確性の向上に取

り組みたいと思います。

議会広報
委員会視察

寒川町議会

榛東村議会

令
和
４
年
度
決
算

一

般

質

問

議
会
活
動
報
告

９

月

定

例

会

東浦町議会

航空科学博物館
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日　程：10 月 16 日（月）

場　所：おんがみらいテラス

参加者：内海猛年、中西智昭、川上誠一、辻本一夫、貝掛俊之

　　　　松岡泉、本田浩、萩原洋子、長島毅、香田一之、田中太

選ばれた者の大変さと誇り

　遠賀郡議員研修会が開催され、大分県佐伯市

鷹鳥屋神社宮司の矢野大和様をお招きし、「笑っ

て元気〜選ばれた者の大変さと誇り」との演題

で笑顔溢れる講演をいただきました。

　講演は、日本がこれほどまでに早く戦後復興

を遂げたことや、日本人のモラルの素晴らしさ

を笑いを交えて講演されました。また、日本人

は自然崇拝の信仰があり「お天道様が見ている」

という道徳の概念があり、このことがどの宗教

も寛容に受け入れているとお話しされていまし

た。つまり、選ばれし者とは私たち日本人であ

り、宗教間での争いが絶えない世界において、

世界平和をリードしていくことは大変なことだ

が、歴史認識を踏まえて誇りを持って欲しいと

いうメッセージであり、今後の議員活動に活か

していきたいと思いました。

遠賀郡
議員研修会

令
和
４
年
度
決
算

一

般

質

問

議
会
活
動
報
告

９

月

定

例

会

　職員執行部と議会で親睦スポーツ大会を行い

ました。灼熱の体育館の中、議会チーム・執行

部 A チーム・B チームに分かれ『ドッヂビー』

で戦いをくりひろげました。ドッヂビーとは怪

我が少なく、短時間で運動量を確保できる種目

で、小学校での授業にも取り入れられています。

結果は、執行部 B チームが優勝！みんな笑顔で、

大汗かきながら体を動かしました。

議会の活動を報告します
親睦スポーツ大会

９月 20 日（水）

議会録画中継配信中
　詳しくは、芦屋町ホームページをご覧

ください。なお、配信は本会議終了から

７日後（土日祝日のぞく）になります。

録画中継ページ録画中継で見た表決の様子

次回の定例会は

12月７日開会予定

議会を傍聴しませんか !

　議会傍聴は、町民が町政に参加する機会

のひとつです。ぜひお越しください。

詳細は議会事務局にお問い合わせください。

TEL 093-223-3927
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町かど町かど
　中学生が清掃活動しよるっちゃ！

芦屋中学校の剣道部が、朝早くに集合してご

みを拾い、きれいな町づくりに寄与してくれ

とうっちゃ。そこで芦中剣士たちにインタ

ビューしてきたっちゃ！！

頑強な身体・健やかな心・崇高な精神頑強な身体・健やかな心・崇高な精神

中
学
校
生
活
は
ど
う
で
す
か
。

芦
屋
中
学
校
は
、
生
徒
と

先
生
み
ん
な
仲
が
良
く
、

と
て
も
楽
し
い
で
す
。
ト
イ
レ
も

き
れ
い
で
、
体
育
館
や
グ
ラ
ウ
ン

ド
も
広
く
、
教
室
は
冷
暖
房
完
備

で
す
。
黒
板
で
は
な
く
、
ホ
ワ
イ

ト
ボ
ー
ド
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
か

ら
画
像
が
映
し
出
さ
れ
る
な
ど

の
、
わ
か
り
や
す
い
授
業
が
あ
っ

て
い
ま
す
。

朝
の
清
掃
活
動
を
行
う
こ

と
は
ど
う
思
い
ま
す
か
。

ご
み
拾
い
（
運
拾
い
）
を

す
る
中
で
気
が
つ
い
た
こ

と
は
、
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
と
空
き

缶
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
多
さ
で
す
。

ま
た
、
清
掃
を
始
め
る
と
、
今
ま

で
気
に
し
な
か
っ
た
ご
み
が
気
に

な
る
よ
う
に
な
り
、
普
段
か
ら
こ

ま
め
に
ご
み
拾
い
を
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

中
学
生
に
と
っ
て
芦
屋
町

は
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
す
か
。

朝
か
ら
地
域
の
皆
さ
ん
に

大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ
を

し
て
い
た
だ
き
、
ぼ
く
た
ち
の
方

が
元
気
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

感
謝
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
き
れ

い
な
海
が
あ
っ
て
、
新
鮮
な
海
の

幸
が
と
て
も
お
い
し
い
で
す
。
花

火
大
会
や
ア
ク
ア
シ
ア
ン
の
プ
ー

ル
、
航
空
祭
、
砂
像
展
も
み
ん
な

に
自
慢
で
き
る
も
の
の
一
つ
で

す
。
マ
リ
ン
テ
ラ
ス
あ
し
や
か
ら

望
め
る
景
色
も
最
高
で
す
。

朝
の
清
掃
活
動
を
始
め
た

き
っ
か
け
は
。

い
つ
も
地
域
の
皆
さ
ん
か

ら
応
援
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
の
で
、
少
し
で
も
恩
返
し
を

し
た
い
と
い
う
の
が
き
っ
か
け
で

す
。
朝
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
笑
顔

で
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
こ
と
が
で

き
て
、
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

町
が
き
れ
い
に
な
る
と
心
も
ス
ッ

キ
リ
し
、
す
が
す
が
し
い
気
持
ち

に
な
り
ま
す
。
改
め
て
、
ご
み
拾

い
が
で
き
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ

て
い
ま
す
。

Ｑ

Ｑ

Ｑ Ａ

Ａ

Ａ

ＱＡ

インタビューインタビュー

芦屋中学校剣道部

今川先生

剣
道
部
の

剣
道
部
の

　
　
　

生
徒
に
聞
い
た
！

　
　
　

生
徒
に
聞
い
た
！

剣
道
部
の

剣
道
部
の

　
　

今
川
先
生
に
聞
い
た
！

　
　

今
川
先
生
に
聞
い
た
！
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発
行
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者
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長
　
　
内
海
　
猛
年
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広
報
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任
委
員
会
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長
　
　
長
島
　
　
毅

　
副
委
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長
　
貝
掛
　
俊
之

　
委
　
員
　
　
本
田
　
　
浩

　
委
　
員
　
　
萩
原
　
洋
子

　
委
　
員
　
　
香
田
　
一
之

　
委
　
員
　
　
田
中
　
　
太

編編  

集集  
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記記

　
議
員
を
続
け
て
い
る

と
、
自
ず
と
行
政
の
情
報

や
知
識
が
身
に
つ
い
て
く

る
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
「
知
っ
て
い
る
」
と

い
う
こ
と
を
当
た
り
前
と

考
え
て
情
報
を
発
信
す
る

と
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
は

な
か
な
か
伝
わ
り
に
く
い

広
報
紙
に
な
っ
て
い
く
わ

け
で
、
や
は
り
、
広
報
に

携
わ
る
者
と
し
て
今
一

度
、
議
員
に
な
る
前
の
住

民
の
一
人
と
し
て
自
分
を

リ
セ
ッ
ト
す
る
。
こ
の
こ

と
が
大
切
で
あ
り
、
す
べ

て
の
議
員
活
動
に
お
い
て

も
し
か
る
べ
き
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

　
　
　
　
　
貝
掛
　
俊
之
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